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々の現象が,流れ J-o∇uのパラメタ- Oの非線形的性質と,流れの保存 ∇J-0とに基く





















(i(チ )+f(一言｢ )= Cヤ乙 (1)
を満足するOこ でゝ, i-0,1,･･･,2k-1 . C乍は =こよらず, Cき-C/4k'1である｡このa
ことは図解すると更にわかり易い(図 1a)｡この表現の物理的意味は,前に述べた対談集 (守
本ら,1985)の中で,広田が語っているので参照されたい｡ちなみに ck-1/2k+1とすると,a



































時,▽･(G▽u)-0を解 くことは, この正方格子の各ボンドにGを電気伝導度 (-1/抵抗 )
として与えた電気回路にっいて,各サイ トの電位を求めることに等しい02nX2nのグリッド
の各ボンドにG-1/Rを与え,周辺のサイ トに境界条件を与えて,この回路を解こう.
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a(二 ,=)-(GXl･u(0,i)+Gx2.a(1,二)+GYl.a(-,0)
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6. 自己組織神経場の理論










はEが小さいところで正,大きいところでは負と仮定する｡ 場所 E にある神経に外部から入
る入力刺激の荷重和をS(i)とすれば,場の興奮力学の方程式は
∂L(i,i)
∂≠ ニ ーu(E,i)+ W*f(a)+S(i) (1)
のように書ける.ここでZ(i,i)-f〔u(i,i)〕は平均膜電位がuのときの神経の出力
パルスの強度 (頻度 )でJは非線形の単調増加関数,
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